
　皆さん、こんにちは。2月は「平和構築と紛争予

防月間」となっております。将来リーダーとなるこ

とが望まれる人や若者を対象とした研修の実施、

紛争地域における平和構築の支援、そして平和と紛争予防、紛争解

決に関連した仕事に従事することを目指す専門職業人のための奨学

金支援を強調する月間です。そして2月23日は、ロータリー創始者

のポール・ハリス氏が友人3人と初めて会合を持った日で、それを創

立記念日としております。世界の理解と平和の日として認証されてお

ります。郡山RCの創立記念日は昭和11年5月19日です。今年の創

立記念日例会は5月19日に予定しております。再発会例会というの

も郡山RCにはございます。是非誇りを持ってやってみませんか。皆

さん、後ろに箱があります。ちょっとだけ良いことをしませんか。

　本日はお客様がお見えになっております。郡山市政策開発部政策

開発課主任主査 兼SDGs推進係 遠宮昭則様です。後ほど卓話を頂

きたいと思います。

　本日の理事会の報告ですが、3月度のプログラムの件、令和6年能

登半島地震支援金の件、郡山RC創立90周年記念式典実行委員会

創立の件、全てご承認を頂きました。

　出雲大社の旅行ですが、北島国造家に行くというなかなか普通は

できないようなこともございまして、万九千神社の宮司さんの講話も

聴けるということで、大変一味も二味も違う旅行になるかと思います

ので、ご参加の程宜しくお願い致します。

会長挨拶 菅野秀士 会長

　ロータリー創立記念日例会のため、当クラブは

2月22日㈭夕方6時からに時間変更になります。

令和6年能登半島地震支援金についてですが、第
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グリーンプリン
ティング認証
工場で生産して
います。

見やすく読み
まちがえにくい
ユニバーサル
デザインフォント
を採用しています。

FSC®森林認証紙使用

総員／ 108名　出席／ 59名　欠席／ 49名

出席率／ 54.63％　前回修正率／ 100％

他クラブ出席／ 0名

出席報告 酒井良胤 委員長

　1月は出席できず申し訳ございません。元気に

ミャンマーから戻りました。2月と3月は出席しま

すので、宜しくお願い致します。ありがとうございました。

奨学金贈呈・米山奨学生挨拶
ピェピェ・トゥン様

　会長から米山の寄付金状態が非常に芳しくない

というご指導を頂きました。皆様、是非ご依頼の

文書等も差し上げさせて頂きますのでご協力の程宜しくお願い致し

ます。

米山記念奨学会報告
佐藤　聡 委員長

◎郡山市政策開発部政策開発課・遠宮昭則様を歓

迎致します。卓話、宜しくお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　菅野秀士君

◎郡山市政策開発部政策開発課主任主査兼SDGs推進係・遠宮昭則

様を歓迎して。卓話宜しくお願いします。本日、第26回例会です。

 中原喜範君

◎市政施行百年、葛城王来郡千三百記念の年を寿ぎます。

 安藤智重君

ニコニコＢＯＸ委員会報告
湯浅大郎 委員長

次 回 第28回例会
令和6年2月17日㈯

中央分区インターシティ・ミーティング
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ロータリーソング斉唱「奉仕の理想」
ロータリーの目的　四つのテスト唱和
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〒963‒8878  郡山市堤下町 13‒8

株式会社 エディソン

TEL 024‒922‒3333　FAX 024‒922‒0995

親睦活動委員会報告
安藤智重 副委員長

　4日／橋本　勝君 　8日／堀川紀房君

11日／鈴木正晃君 25日／阿部充宏君 27日／福島佳之君

2月誕生日祝い

12日／小林志郎君
2月結婚記念日祝い

◎本日は誕生会に皆様お集まり頂き、ありがとうございます。

 阿部充宏君

◎遠宮様、卓話宜しくお願いします。中原幹事の会社・中原石材店に

は3人のアームレスラーがいます。その中の宍戸さんは、世界一を

目指しています。応援しましょう。 佐藤政弘君

◎本日は今旬の「ブリ」です。がんばろう！能登。 高橋孝行君

◎郡山市政100年、おめでとうございます。来週、市役所EV車30

台納車式出席します。ALSOKは充電器取付工事とメンテ対応も

しています。 前田泰彦君

◎郡山市政100周年、おめでとうございます。遠宮様の卓話、楽しみ

にしております。 石井祐一君

◎結婚記念のお祝い、ありがとうございます。23年目、夫婦仲よくし

ていきます。 小林志郎君

◎郡山市政策開発部・遠山様を歓迎します。郡山市政施行100年、

市民の一人として嬉しいです。 湯浅大郎君

2530地区右近八郎ガバナー様より正式に要請が来まして、本日の理

事会にて会員の方1名から1,000円ずつの支援金をお預りして、

2530地区として200万円の支援金を贈るということになりました。

皆様には後ほど事務局からご案内が行くと思います。何卒ご支援頂

ければと思います。

　本日の講師は郡山市政策開発部政策開発課主

任主査兼SDGs推進係・遠山昭則様です。宜しく

お願い致します。

プログラム紹介 宮川雄次 委員長

「郡山市政施行100周年記念事業
　　　　　　　～ひらけ　未来へ　こおりやま～」

ゲスト卓話

　大正13年（1924）9月1日が郡山市の市

政施行日です。当時の世帯数は7,163世帯、

人口39,003人、市の当初予算額は約52万円という規模でした。現

在の人口が約32万人、今年度の市の一般会計予算額が1,300億円

になります。昭和5年（1930）には今の合同庁舎が市役所の新庁舎と

してできました。また昭和34年には開成山公園の築造が行われ、平

成9年に中核市になりました。100年の歴史と考えますと、金透小学

校が150周年、安積高校が139年です。100周年企業は、郡山信用

金庫、福豆屋、大友パン屋さんなどです。市政施行100周年の象徴

として市政施行記念で建てられました郡山公会堂があります。国の

有形文化財にも登録されておりまして、最近では日本遺産の構成文

化財となっております。東日本大震災なども経験して、大規模な改修

も行っていますが外観などは当時の面影をそのまま残しています。

　市政施行100周年の取組ですが、実際には2022年から準備を

行っており、プロモーション活動と、2024年の記念事業の2段階で

事業を行って参りました。100周年を象徴するロゴマークを募集し、

郡山市政策開発部政策開発課
主任主査兼SDGs推進係
　　　　　　　  遠宮昭則氏

全国から500件を超える応募の中、郡山在住の方の作品に決まりま

した。作品の意図としては、まず郡山の魅力（歴史・文化・物産品な

ど）をモチーフに、それぞれが繋がりあって一つの大きな輪となって

いるというところと、この100周年というのが無限の可能性を秘めて

いるというところでデザインをしたということです。「ひらけ　未来へ

　こおりやま」は、プロモーション委員会の皆様の想いがこもってい

るもので、若者を含む市民が未来の扉を開いていくとともに、郡山の

発展の礎である開拓者精神を未来へ受け継いでいく姿を表現してい

るというところで、このキャッチフレーズが決まりました。

　100周年の記念事業ですが、歴史をきちんと学んで次の人達にそ

れをしっかりと伝えて、新たな100年の種を蒔こうということで、11

月の記念式典を多くの人が参加できるセレモニーにすると言うこと

で、2日間に亘って行います。初日が表彰式を交えた記念式典、2日

目は音楽祭を開催します。シンボルとなっている公会堂の周辺での

記念事業と、安積開拓をもう一度学ぼうというシンポジウムも合わ

せて予定しています。また、その歴史的なものを学ぶとともに、みん

なが参加できるようなテレビ番組の公開収録も誘致しており、「NHK

のファンターネ！小劇場」「出張なんでも鑑定団」「NHKのど自慢」など

です。また、フロンティア大使事業として、GReeeeNの記念楽曲の

制作や、Z世代の若者が一緒に歌詞を作ってGReeeeNの曲を発表

します。その他、クリエイティブディレクターの箭内道彦さんのプロ

デュースによるオリジナルラッピングピアノの製作も計画していま

す。シティマラソンは100周年に合わせてコースを変え、開成山公園

がゴールになり、街中を走る周回コースという形に変えています。記

念事業は、1月から12月まで実施していき、その中で9月1日の市政

施行日、11月の記念式典に向けて盛り上がっていくような形で事業

計画を進めています。

　また、郡山RC様が100周年の記念事業にご応募頂いており、郡

衙石碑建立事業として、歴史を繋いでそれを皆さんに伝えて頂くと

いう素晴らし事業です。そしてこの様々な記念事業に直接参加する

参加者としての関わり方、もしくはクラウドファンディングであった

り寄付としての応援者としての関わり方、またピンバッヂを着けて頂

いたりポスターを貼って頂いたりというような情報発信に努めて頂く

ものなど、様々な事業の関わり方があると思います。是非、皆様のご

協力をお願いしたいと思います。

　これから、沢山の事業を計画して参りますので、皆様のご協力を是

非ともお願いしたいと思います。市政100年と言う節目の年、皆様の

記憶に残るような記念事業が実施されるよう、私達も努めて参りま

すので、是非ご協力の程宜しくお願い致します。
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プログラム紹介 宮川雄次 委員長

「郡山市政施行100周年記念事業
　　　　　　　～ひらけ　未来へ　こおりやま～」

ゲスト卓話

　大正13年（1924）9月1日が郡山市の市

政施行日です。当時の世帯数は7,163世帯、

人口39,003人、市の当初予算額は約52万円という規模でした。現

在の人口が約32万人、今年度の市の一般会計予算額が1,300億円

になります。昭和5年（1930）には今の合同庁舎が市役所の新庁舎と

してできました。また昭和34年には開成山公園の築造が行われ、平

成9年に中核市になりました。100年の歴史と考えますと、金透小学

校が150周年、安積高校が139年です。100周年企業は、郡山信用

金庫、福豆屋、大友パン屋さんなどです。市政施行100周年の象徴

として市政施行記念で建てられました郡山公会堂があります。国の

有形文化財にも登録されておりまして、最近では日本遺産の構成文

化財となっております。東日本大震災なども経験して、大規模な改修

も行っていますが外観などは当時の面影をそのまま残しています。

　市政施行100周年の取組ですが、実際には2022年から準備を

行っており、プロモーション活動と、2024年の記念事業の2段階で

事業を行って参りました。100周年を象徴するロゴマークを募集し、

郡山市政策開発部政策開発課
主任主査兼SDGs推進係
　　　　　　　  遠宮昭則氏

全国から500件を超える応募の中、郡山在住の方の作品に決まりま

した。作品の意図としては、まず郡山の魅力（歴史・文化・物産品な

ど）をモチーフに、それぞれが繋がりあって一つの大きな輪となって

いるというところと、この100周年というのが無限の可能性を秘めて

いるというところでデザインをしたということです。「ひらけ　未来へ

　こおりやま」は、プロモーション委員会の皆様の想いがこもってい

るもので、若者を含む市民が未来の扉を開いていくとともに、郡山の

発展の礎である開拓者精神を未来へ受け継いでいく姿を表現してい

るというところで、このキャッチフレーズが決まりました。

　100周年の記念事業ですが、歴史をきちんと学んで次の人達にそ

れをしっかりと伝えて、新たな100年の種を蒔こうということで、11

月の記念式典を多くの人が参加できるセレモニーにすると言うこと

で、2日間に亘って行います。初日が表彰式を交えた記念式典、2日

目は音楽祭を開催します。シンボルとなっている公会堂の周辺での

記念事業と、安積開拓をもう一度学ぼうというシンポジウムも合わ

せて予定しています。また、その歴史的なものを学ぶとともに、みん

なが参加できるようなテレビ番組の公開収録も誘致しており、「NHK

のファンターネ！小劇場」「出張なんでも鑑定団」「NHKのど自慢」など

です。また、フロンティア大使事業として、GReeeeNの記念楽曲の

制作や、Z世代の若者が一緒に歌詞を作ってGReeeeNの曲を発表

します。その他、クリエイティブディレクターの箭内道彦さんのプロ

デュースによるオリジナルラッピングピアノの製作も計画していま

す。シティマラソンは100周年に合わせてコースを変え、開成山公園

がゴールになり、街中を走る周回コースという形に変えています。記

念事業は、1月から12月まで実施していき、その中で9月1日の市政

施行日、11月の記念式典に向けて盛り上がっていくような形で事業

計画を進めています。

　また、郡山RC様が100周年の記念事業にご応募頂いており、郡

衙石碑建立事業として、歴史を繋いでそれを皆さんに伝えて頂くと

いう素晴らし事業です。そしてこの様々な記念事業に直接参加する

参加者としての関わり方、もしくはクラウドファンディングであった

り寄付としての応援者としての関わり方、またピンバッヂを着けて頂

いたりポスターを貼って頂いたりというような情報発信に努めて頂く

ものなど、様々な事業の関わり方があると思います。是非、皆様のご

協力をお願いしたいと思います。

　これから、沢山の事業を計画して参りますので、皆様のご協力を是

非ともお願いしたいと思います。市政100年と言う節目の年、皆様の

記憶に残るような記念事業が実施されるよう、私達も努めて参りま

すので、是非ご協力の程宜しくお願い致します。


